
学
界
消
息

読
吏
　
会

　
昭
和
四
〇
年
一
二
月
例
会
　
一
二
月
一

　
於
　
楽
友
会
館
（
以
下
同
）

　
「
霊
異
記
扁
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　
ダ

昭
和
賜
㎝
年
…
月
例
会

瀧
ぶ
る
神
に
つ
い
て

五
月
例
会
　
五
月
一
四
日

差
名
と
在
家

昭
和
潤
一
年
春
季
大
会

山ハ

冝
V
十
二
日
目
（
月
）

藤
凍
元
方
に
つ
い
て

［
月
八
葭

（一

u
」
）

一
罠
（
土
）

　
遠
藤

（
土
）

　
添
原

嘉
基薫

泉
谷
康
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
於
・
京
大
文
学
蔀
第
一
講
義
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
満
郎

寿
永
二
年
十
月
究
旨
に
つ
い
て
　
　
　
上
横
手
雅
敬

小
早
州
氏
に
お
け
る
惣
領
職
の
成
立
と
そ
の
背
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
際
端

中
世
都
市
一
備
前
福
隅
一
i
　
　
　
　
松
山

加
地
子
に
つ
い
て
i
中
家
文
書
一
　
三
浦

彌
鶴
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
高
尾

元
禄
年
間
作
製
の
和
泉
国
絵
図
に
つ
い
て

一圭泰彦一宏子

朝
羅
　
産
泓

臼
本
帝
園
主
義
の
朝
鮮
武
力
併
含
へ
の
道

　
一
明
治
三
七
年
「
荒
蕪
地
閥
提
案
扁

　
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
　
　
吉
田

明
治
…
の
公
共
図
欝
館
丁
　
　
　
　
　
　
　
埜
上

臼
本
の
伝
承
と
基
層
文
化
　
　
　
　
　
　
吉
規

正　　　瀦
倫　衛　起

西
洋
史
読
轡
会

　
　
例
会
　
於
京
大
西
洋
史
研
究
室

　
昭
漁
四
十
一
年
王
邦
十
九
日
目
土
）

　
D
・
デ
フ
ォ
ー
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
イ
デ
ア
…
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
北
　
　
稔

　
四
月
二
日
（
土
）

　
恐
怖
政
治
期
に
お
け
る
農
工
業
　
　
　
　
岡
本
　
　
明

　
四
月
九
日
（
土
）

　
シ
ェ
メ
…
ル
に
お
け
る
農
業
生
産
　
　
　
前
川
　
和
也

　
　
i
乾
燥
地
帯
の
灌
概
農
業
一

　
　
四
月
二
十
三
臼
（
土
）

　
中
世
ノ
ル
マ
ソ
王
権
の
基
礎
　
　
　
　
　
鈴
木
　
利
章

第
一
三
回
春
季
大
会

　
四
翅
廿
九
口
（
祝
）
於
・
京
大
楽
友
会
館

　
〈
井
上
智
男
教
援
還
麟
記
念
「
園
家
と
宗
教
」
〉

　
ウ
ル
第
三
王
醐
一
時
代
に
お
け
る
ラ
ガ
シ
ユ
都
市

　
　
ー
エ
ソ
シ
と
諸
神
殿
の
関
係
を
中
心
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荊
川
　
和
也

　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
の
ポ
リ
ス
に
お
け
る
門
君
主
愚
爪
権
己

　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
牟
田

ロ
ー
マ
帝
圏
の
没
落
と
ク
リ
ス
ト
教

一
〇
、
　
一
一
世
紀
の
帝
濁
教
会
政
㎜
策

「
近
代
化
駄
論
の
問
題
点

　
1
ひ
と
つ
の
史
学
史
的
省
察
一

宗
教
改
革
者
に
お
け
る
「
教
会
と
国
家
」

　
つ
い
て

越早新大
智州附牟
　　　田武良一一
臣弥郎章

の
問
題
に

富
本
　
健
輔

人
文
地
理
学
会

第
一
〇
回
歴
史
地
理
部
会

　
昭
和
賜
○
年
一
二
月
一
一
日
（
二
」
）
午
後
二
時

　
於
・
京
都
大
学
文
学
部

　
討
議
テ
ー
マ
：
明
治
前
期
に
お
け
る
奈
良
県
の
水
車

　
　
－
末
羅
至
行
氏
の
報
告
を
中
心
と
し
て
一

第
六
五
回
十
目
ム
四

　
昭
和
陽
一
年
二
月
一
九
日
午
後
工
時

　
於
・
京
都
大
学
教
養
部

　
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
固
有
信
御
の
展
開
剛
（
ス
ラ
イ

　
　
ド
使
用
）
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
慶
治

　
都
市
の
人
口
増
加
と
団
O
O
嵩
O
旨
8
b
弓
器
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
　
孝
三

第
一
一
同
歴
史
地
理
部
会

　
二
月
　
一
一
日
（
糟
牌
」
）
午
後
二
時

　
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
討
議
テ
…
マ
：
明
治
初
期
の
町
村
合
併

　
　
－
井
戸
庄
三
氏
の
報
告
を
中
心
と
し
て
一

二
山
ハ
六
鳳
例
会

　
四
月
二
三
日
（
土
）
午
後
二
時

　
於
・
滋
賀
大
学
学
芸
学
都

　
紬
縮
梗
ケ
原
（
長
野
県
）
の
㎜
囲
発
　
　
　
　
－
不
村
　
憲
治

　
サ
モ
ア
の
村
落
（
ス
ラ
イ
ヂ
使
用
）
　
　
杉
本
尚
次

　
近
江
の
村
落
の
宗
教
的
性
格
　
　
　
　
　
内
田
　
秀
雄

第
｛
ハ
門
川
繍
応
隅
川
地
理
蔀
ム
ム

　
三
月
一
九
旧
（
土
）
午
後
二
時
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息消界学

於
・
立
命
館
大
学
文
学
部

笠
澗
湾
の
農
業
干
拓
に
伴
な
う
用
水
問
題

　
応
用
地
理
研
究
の
現
状

　
ー
ア
ソ
ケ
ー
ト
の
報
告
－

第
一
二
回
歴
史
地
理
部
会

　
五
月
一
四
日
（
土
）
午
後
二
時

　
於
・
京
都
大
学
文
学
部

小水
林1⊥1

　　　高

博幸

　
討
議
テ
ー
マ
：
血
箪
障
ハ
県
に
お
け
る
明
治
行
政
村
の
成

　
立
過
程

　
…
…
山
聡
正
浩
氏
の
報
告
を
中
心
と
し
て
一

葦
一
三
糊
歴
史
地
理
部
会

　
七
月
二
日
（
土
）
午
後
二
聴
よ
り

　
於
・
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
討
議
テ
；
マ
：
そ
の
後
の
悶
府
の
歴
史
地
理
的
調
査

　
　
の
資
料

　
一
藤
岡
謙
二
郎
氏
の
報
皆
を
中
心
と
し
て
i

　
新
入
会
ご
希
望
の
方
へ

　
史
学
研
究
会
へ
入
会
ご
希
望
の
方
は
、
住
所
（
史

林
送
先
）
・
疑
名
・
専
攻
お
よ
び
送
本
希
望
巻
号
を

明
記
の
上
、
ム
蕊
質
（
一
年
・
六
義
一
、
五
〇
〇
円
）

を
添
え
て
、
直
接
当
会
宛
お
申
込
下
さ
い
。
　
（
但

し
、
学
校
・
図
諜
館
等
公
機
関
は
、
会
費
後
払
で
結

構
で
す
。
所
定
の
書
類
を
作
成
い
た
し
ま
す
）
ご

入
会
の
際
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
…
を
併
せ
て
お
申
込

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
な
お
ご
送
金
は
、
な

る
べ
く
振
替
出
座
（
京
都
五
一
五
五
番
史
学
研
究

会
）
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
「
史
林
」
投
稿
規
定

　
本
誌
へ
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
ふ
る

っ
て
こ
嵜
稿
下
さ
い
。

◇
資
格
　
本
会
々
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
原
稿
の
種
類
・
長
さ

　
○
研
究
論
文
　
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
枚

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
右
同

　
　
　
以
上
に
は
圏
意
字
以
内
の
要
約
と
、
英
文

　
　
　
要
約
（
又
は
翻
訳
用
要
約
）
添
付
の
こ
と

　
○
資
料
紹
介

　
○
学
界
動
向

　
○
批
判
と
反
省

　
○
書
　
　
　
評

　
○
紹
　
　
　
介

◇
送
先

◇
な
お
、

随
意
四
百
字
詰
三
〇
枚
以
内

右
同
四
百
字
謡
二
五
枚
以
内

四
百
字
詰
三
枚
程
度

　
　
　
「
史
林
し
編
集
委
員
会
宛

　
　
　
「
史
林
」
の
論
文
掲
載
の
順
序
は
、
い
わ

ゆ
る
巻
頭
論
文
制
を
蚕
棚
せ
ず
、
日
・
本
史
・
東

洋
史
・
西
洋
史
・
地
理
学
・
考
古
学
の
順
、
各

専
攻
の
中
で
は
時
代
順
・
地
域
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
前
も
っ
て
ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
だ
よ
り

◇
本
会
の
電
話
番
号
、
京
都
大
学
の
内
線
番
号
の

　
全
部
変
更
に
よ
り
、
此
の
番
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
〇
七
五
…
七
七
一
八
一
一
一
　
（
京
都
大
学
）

　
　
　
内
線
　
二
六
二
九

◇
本
誌
へ
の
投
稿
規
定
は
上
記
の
通
り
で
す
。
投

　
稿
資
格
は
、
本
会
々
員
で
あ
る
こ
と
以
外
に
は

　
何
の
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
お

　
寄
せ
下
さ
い
。
現
在
の
原
稿
手
持
状
況
は
、
さ
ま

　
で
多
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
的
に
さ
し

　
て
御
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
筈
で
す
。

◇
各
位
の
会
費
の
残
高
は
、
嗣
封
「
お
知
ら
せ
偏

　
の
通
り
で
す
。
赤
字
の
方
は
、
年
末
ま
で
に
必

　
ら
ず
ご
清
鐸
下
さ
い
ま
す
よ
う
特
に
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。

　
九
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｛
ハ
｛
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肩
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日
印
㎝
胴

一
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六
六
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日
発
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史

発
行
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行
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二
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〇
〇
円

　
林
（
第
四
九
巻
第
五
琶

京
都
市
左
東
区
吉
田
本
町

京
都
大
掌
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
小
葉
田
　
淳

　
京
都
市
下
京
鼠
西
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
棚
株
式
会
社
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